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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高圧ガス配管（11）と、低圧ガス配管（12）と、液配管（13）とを備えるとともに、複
数の利用側熱交換器（41，41）を備え、
　前記各利用側熱交換器（41，41）の一端は、切換機構（30A，30B）の液管（40）及び膨
張機構（42）を介して前記液配管（13）に接続される一方、他端は、該切換機構（30A，3
0B）を介して前記高圧ガス配管（11）と前記低圧ガス配管（12）とに切換自在に接続され
、
　前記各利用側熱交換器（41，41）が個別に冷暖房運転可能な空気調和装置であって、
　前記各切換機構（30A，30B）は、
　前記液管（40）を流れる液冷媒を過冷却するための過冷却用熱交換器（51）と、
　一端が前記液管（40）に接続され、前記過冷却用熱交換器（51）内を通過した後、他端
が前記低圧ガス配管（12）に接続された過冷却用配管（52）と、
　前記過冷却用配管（52）における一端と前記過冷却用熱交換器（51）との間に設けられ
且つ開度調節自在な過冷却用制御弁（53）とを備え、
　前記各切換機構（30A，30B）のうち暖房運転を行う利用側熱交換器（41）に接続された
切換機構（30A）は、当該利用側熱交換器（41）に接続された液配管（13）の下流側にお
いて冷房運転を行う他の利用側熱交換器（41）の空調負荷が大きくなるほど、前記過冷却
用制御弁（53）の開度を大きくするように構成されると共に、
　前記各切換機構（30A，30B）のうち冷房運転を行う利用側熱交換器（41）に接続された
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切換機構（30B）は、当該利用側熱交換器（41）の空調負荷が大きくなるほど、前記過冷
却用制御弁（53）の開度を大きくするように構成されていることを特徴とする空気調和装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和装置に関し、特に、冷媒配管におけるフラッシュの発生に起因する
冷媒の通過音の騒音防止に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、空気調和装置等の冷媒回路には、冷媒流れを遮断する電磁弁や一方向のみの
冷媒流れを許容する逆止弁等の各種制御弁が設けられている。例えば、特許文献１の空気
調和装置は、室外ユニットと複数の室内ユニットを備えている。そして、室外ユニットと
各室内ユニットとのそれぞれの間には、冷媒流路を切り換えるための中間ユニットとして
のＢＳユニットが接続されている。
【０００３】
　前記ＢＳユニットは、複数の開閉弁等が設けられた冷媒配管構造を備えている。そして
、このＢＳユニットは、各開閉弁の切換により、室内ユニットで蒸発した冷媒が流入して
室外ユニットの圧縮機へ向かって流出する状態と、室外ユニットの圧縮機から吐出された
冷媒が流入して室内ユニットへ向かって流出する状態とに切り換わるように構成されてい
る。これにより、室内ユニット毎に冷房と暖房とが個別に切り換わる。
【特許文献１】特開平１１－２４１８４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、この種の空気調和装置において、暖房運転を行う室内ユニットの下流側に接
続された液配管には液冷媒が流出するが、この液冷媒が液配管内でフラッシュして気液二
層状態となることがある。
【０００５】
　このように、気液二層状態となった冷媒が、暖房運転中の室内ユニットの下流側におい
て冷房運転を行う他の室内ユニット内に流入すると、冷媒の流れる音（通過音）が発生す
る。さらに、冷房運転に必要な能力が発揮できないおそれがある。具体的に、冷房運転を
行う室内ユニットが複数台接続されており、各室内ユニットの設定温度が異なっている場
合には、より冷媒能力が必要な室内ユニット側に多量の冷媒が供給され、その他の室内ユ
ニット側には少量しか冷媒が供給されなくなるという、いわゆる偏流が生じるおそれがあ
る。
【０００６】
　このような問題を解決するために、液配管を流れる液冷媒を過冷却して完全な液冷媒と
するための過冷却回路を設けることが考えられる。ここで、従来の過冷却回路として、過
冷却用熱交換器と、過冷却用熱交換器内を通過する液配管から分岐した過冷却用配管と、
過冷却用配管への冷媒の流れを許容又は遮断する電磁弁と、過冷却用配管を流れる冷媒を
減圧するキャピラリチューブとで構成されたものが知られている。
【０００７】
　この過冷却回路では、液配管から分岐した冷媒がキャピラリチューブで減圧されて過冷
却用熱交換器内で蒸発することにより、液配管を流れる液冷媒が過冷却されるようになっ
ている。
【０００８】
　しかしながら、従来の過冷却回路では、空気調和装置全体としての運転容量が小さい場
合、すなわち、圧縮機の吐出側と吸入側の高低圧差が小さい場合には、キャピラリチュー
ブにおいて十分に減圧されず、その結果、液配管を流れる冷媒と過冷却用配管を流れる冷
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媒との間で差圧がつかない場合がある。この場合には、液配管を流れる液冷媒の過冷却が
十分に行われないこととなり、気液二層状態となった冷媒が、暖房運転中の室内ユニット
の下流側において冷房運転を行う他の室内ユニット内に流入して、冷媒の流れる音（通過
音）が発生するとともに、冷房運転に必要な能力が発揮できないおそれがある。
【０００９】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、冷媒のフ
ラッシュの発生に起因する冷媒通過音を抑制しつつ空気調和装置全体としての空調性能を
確保することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の発明は、高圧ガス配管（11）と、低圧ガス配管（12）と、液配管（13）とを備え
るとともに、複数の利用側熱交換器（41，41）を備え、
　前記各利用側熱交換器（41，41）の一端は、切換機構（30A，30B）の液管（40）及び膨
張機構（42）を介して前記液配管（13）に接続される一方、他端は、該切換機構（30A，3
0B）を介して前記高圧ガス配管（11）と前記低圧ガス配管（12）とに切換自在に接続され
、
　前記各利用側熱交換器（41，41）が個別に冷暖房運転可能な空気調和装置であって、
　前記各切換機構（30A，30B）は、
　前記液管（40）を流れる液冷媒を過冷却するための過冷却用熱交換器（51）と、
　一端が前記液管（40）に接続され、前記過冷却用熱交換器（51）内を通過した後、他端
が前記低圧ガス配管（12）に接続された過冷却用配管（52）と、
　前記過冷却用配管（52）における一端と前記過冷却用熱交換器（51）との間に設けられ
且つ開度調節自在な過冷却用制御弁（53）とを備え、
　前記各切換機構（30A，30B）のうち暖房運転を行う利用側熱交換器（41）に接続された
切換機構（30A）は、当該利用側熱交換器（41）に接続された液配管（13）の下流側にお
いて冷房運転を行う他の利用側熱交換器（41）の空調負荷が大きくなるほど、前記過冷却
用制御弁（53）の開度を大きくするように構成されると共に、
　前記各切換機構（30A，30B）のうち冷房運転を行う利用側熱交換器（41）に接続された
切換機構（30B）は、当該利用側熱交換器（41）の空調負荷が大きくなるほど、前記過冷
却用制御弁（53）の開度を大きくするように構成されていることを特徴とするものである
。
【００１１】
　第１の発明では、各切換機構（30A，30B）のうち暖房運転を行う利用側熱交換器（41）
に接続された切換機構（30A）では、当該利用側熱交換器（41）に接続された液配管（13
）の下流側において冷房運転を行う他の利用側熱交換器（41）の空調負荷に応じて、過冷
却用制御弁（53）の開度が調節される。
【００１２】
　このため、暖房運転を行う切換機構（30A）の下流側において冷房運転を行う他の利用
側熱交換器（41）で必要な冷房能力を確保するように液冷媒を過冷却することができる。
具体的に、暖房運転を行う切換機構（30A）の下流側に２台の利用側熱交換器（41）があ
り、２台とも冷房運転させている場合と、１台のみを稼働させてもう１台を運転停止させ
ている場合について考えると、前者の方が後者よりも空調負荷が大きいといえる。すなわ
ち、２台とも冷房運転させている場合に比べて、１台を運転停止させている場合には、過
冷却用制御弁（53）の開度を小さくするように制御すればよい。
【００１３】
　このようにすれば、液冷媒のフラッシュを防止して冷媒通過音の発生を抑制するととも
に、過冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を必要最小限とすることができ、下流側
の他の利用側熱交換器（41）に流入する液冷媒の量を十分に確保することができる。
【００１４】
　また、利用側熱交換器（41）の空調負荷は、利用側熱交換器（41）の台数の他、利用側
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熱交換器（41）周辺の外気温度や、冷房運転時の設定温度などによっても変動するもので
あるため、その空調負荷に応じて柔軟に過冷却温度を設定することができる。
【００１５】
　また、冷房運転を行う切換機構（30B）の下流側に接続された利用側熱交換器（41）で
必要な冷房能力を確保するように液冷媒を過冷却することができる。具体的に、冷房運転
を行う切換機構（30B）の下流側に２台の利用側熱交換器（41）が接続されており、２台
とも冷房運転させている場合と、１台のみを稼働させてもう１台を運転停止させている場
合について考えると、前者の方が後者よりも空調負荷が大きいといえる。すなわち、２台
とも冷房運転させている場合に比べて、１台を運転停止させている場合には、過冷却用制
御弁（53）の開度を小さくするように制御すればよい。
【００１６】
　このようにすれば、液冷媒のフラッシュを防止して冷媒通過音の発生を抑制するととも
に、過冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を必要最小限とすることができ、下流側
の利用側熱交換器（41）に流入する液冷媒の量を十分に確保することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、冷房運転を行う他の利用側熱交換器（41）で必要な冷房能力を確保す
るように液冷媒を過冷却することができる。具体的に、暖房運転を行う切換機構（30A）
の下流側に２台の利用側熱交換器（41）があり、２台とも冷房運転させている場合と、１
台のみを稼働させてもう１台を運転停止させている場合について考えると、前者の方が後
者よりも空調負荷が大きいといえる。すなわち、２台とも冷房運転させている場合に比べ
て、１台を運転停止させている場合には、過冷却用制御弁（53）の開度を小さくするよう
に制御すればよい。
【００１８】
　このようにすれば、液冷媒のフラッシュを防止して冷媒通過音の発生を抑制するととも
に、過冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を必要最小限とすることができ、下流側
の他の利用側熱交換器（41）に流入する液冷媒の量を十分に確保することができる。
【００１９】
　また、利用側熱交換器（41）の空調負荷は、利用側熱交換器（41）の台数の他、利用側
熱交換器（41）の外気温度や、冷房運転時の設定温度などによっても変動するものである
ため、その空調負荷に応じて柔軟に過冷却温度を設定することができる。
【００２０】
　また、冷房運転を行う切換機構（30B）の下流側に接続された利用側熱交換器（41）で
必要な冷房能力を確保するように液冷媒を過冷却することができる。具体的に、冷房運転
を行う切換機構（30B）の下流側に２台の利用側熱交換器（41）が接続されており、２台
とも冷房運転させている場合と、１台のみを稼働させてもう１台を運転停止させている場
合について考えると、前者の方が後者よりも空調負荷が大きいといえる。すなわち、２台
とも冷房運転させている場合に比べて、１台を運転停止させている場合には、過冷却用制
御弁（53）の開度を小さくするように制御すればよい。
【００２１】
　このようにすれば、液冷媒のフラッシュを防止して冷媒通過音の発生を抑制するととも
に、過冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を必要最小限とすることができ、下流側
の利用側熱交換器（41）に流入する液冷媒の量を十分に確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、以下の好ましい実施形態の
説明は、本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限することを意
図するものではない。
【００２３】
　図１に示すように、本実施形態の空気調和装置（10）は、ビル等に設けられ、各室内を
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冷暖房するものである。この空気調和装置（10）は、室外ユニット（20）と、切換機構と
しての２台のＢＳユニット（30A，30B）と、２台の室内ユニット（40A，40B）とを備えて
いる。そして、これら室外ユニット（20）等が冷媒配管である連絡配管で接続されて冷媒
回路（R）を構成している。この冷媒回路（R）は、冷媒が循環して蒸気圧縮式冷凍サイク
ルが行われる。
【００２４】
　前記室外ユニット（20）は、本実施形態の熱源ユニットを構成している。室外ユニット
（20）は、冷媒配管である、主管（2c）と第１分岐管（2d）と第２分岐管（2e）を備えて
いる。また、室外ユニット（20）は、圧縮機（21）、室外熱交換器（23）、室外膨張弁（
24）及び２つの電磁弁（26，27）を備えている。
【００２５】
　前記主管（2c）は、一端が室外ユニット（20）外に配設された連絡配管である液配管（
13）に接続され、他端が第１分岐管（2d）と第２分岐管（2e）の一端に接続されている。
第１分岐管（2d）の他端は、室外ユニット（20）外に配設された連絡配管である高圧ガス
配管（11）に接続されている。第２分岐管（2e）の他端は、室外ユニット（20）外に配設
された連絡配管である低圧ガス配管（12）に接続されている。
【００２６】
　前記圧縮機（21）は、冷媒を圧縮するための流体機械であり、例えば高圧ドーム型のス
クロール式圧縮機により構成されている。圧縮機（21）の吐出管（2a）は、第１分岐管（
2d）の途中に接続され、吸入管（2b）は、第２分岐管（2e）の途中に接続されている。な
お、吸入管（2b）には、アキュムレータ（22）が設けられている。
【００２７】
　前記室外熱交換器（23）は、クロスフィン式のフィン・アンド・チューブ型熱交換器で
あり、主管（2c）の途中に設けられている。室外膨張弁（24）は、電子膨張弁により構成
され、主管（2c）における室外熱交換器（23）よりも液配管（13）側に設けられている。
室外熱交換器（23）の近傍には、室外ファン（25）が設けられている。そして、室外熱交
換器（23）は、冷媒が室外ファン（25）によって取り込まれた空気と熱交換するように構
成されている。
【００２８】
　前記２つの電磁弁（26，27）は、第１電磁弁（26）及び第２電磁弁（27）である。第１
電磁弁（26）は、第１分岐管（2d）における吐出管（2a）の接続点よりも室外熱交換器（
23）側に設けられている。第２電磁弁（27）は、第２分岐管（2e）における吸入管（2b）
の接続点よりも室外熱交換器（23）側に設けられている。これら電磁弁（26，27）は、冷
媒流れを許容又は遮断する制御弁を構成している。
【００２９】
　前記各室内ユニット（40A，40B）は、本実施形態の利用ユニットを構成している。各室
内ユニット（40A，40B）は、連絡配管である中間配管（17）によって前記各ＢＳユニット
（30A，30B）に接続されている。つまり、第１室内ユニット（40A）及び第１ＢＳユニッ
ト（30A）が、第２室内ユニット（40B）及び第２ＢＳユニット（30B）がそれぞれ一対と
なって接続されている。一方、第１室内ユニット（40A）は、液配管（13）が接続されて
いる。第２室内ユニット（40B）は、液配管（13）の途中から分岐した分岐液配管（16）
が接続されている。
【００３０】
　前記各室内ユニット（40A，40B）は、冷媒配管で互いに接続された室内熱交換器（41）
と室内膨張弁（42）を備えている。室内熱交換器（41）は、中間配管（17）に接続されて
いる。第１室内ユニット（40A）の室内膨張弁（42）は液配管（13）に接続され、第２室
内ユニット（40B）の室内膨張弁（42）は分岐液配管（16）に接続されている。室内熱交
換器（41）は、クロスフィン式のフィン・アンド・チューブ型熱交換器である。室内膨張
弁（42）は、電子膨張弁により構成されている。室内熱交換器（41）の近傍には、室内フ
ァン(43)が設けられている。そして、室内熱交換器（41）は、冷媒が室内ファン(43)によ
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って取り込まれた空気と熱交換するように構成されている。
【００３１】
　前記第１ＢＳユニット（30A）には、中間配管（17）の他に、高圧ガス配管（11）と低
圧ガス配管（12）とが接続されている。第１ＢＳユニット（30A）において、中間配管（1
7）と高圧ガス配管（11）とが高圧通路（38）をなし、中間配管（17）と低圧ガス配管（1
2）とが低圧通路（39）をなしており、高圧通路（38）と低圧通路（39）とは合流して接
続されている。そして、第１ＢＳユニット（30A）において、高圧通路（38）をなす高圧
ガス配管（11）には開口調節自在な第１制御弁（31）が設けられ、低圧通路（39）をなす
低圧ガス配管（12）には開口調節自在な第２制御弁（32）が設けられている。
【００３２】
　さらに、高圧通路（38）には第１制御弁（31）をバイパスするように第１バイパス配管
（18）が接続され、低圧通路（39）には第２制御弁（32）をバイパスするように第２バイ
パス配管（19）が接続されている。この第１及び第２バイパス配管（18，19）はそれぞれ
、高圧ガス配管（11）及び低圧ガス配管（12）よりも小径の管内径で形成されている。そ
して、第１及び第２バイパス配管（18，19）には、開口調節自在で且つ全開時の冷媒流量
が第１及び第２制御弁（31，32）よりも小さい第１及び第２副制御弁（33，34）が設けら
れている。なお、液配管（13）は第１ＢＳユニット（30A）内を通過して液管（40）をな
している。
【００３３】
　また、前記第１ＢＳユニット（30A）には、過冷却回路を構成するための過冷却用熱交
換器（51）と過冷却用配管（52）とが設けられている。過冷却用熱交換器（51）は、液管
（40）をなす液配管（13）を流れる液冷媒を過冷却するためのものである。過冷却用配管
（52）は、一端が液管（40）に接続されていて、前記過冷却用熱交換器（51）内を通過し
た後、他端が低圧ガス配管（12)に接続されている。
【００３４】
　そして、前記過冷却用配管（52）における一端と過冷却用熱交換器（51）との間には、
開度調節自在な過冷却用制御弁（53）が設けられている。この過冷却用制御弁（53）の開
度を調節することによって、過冷却回路へ流れ込む液冷媒の量が調整される。詳しくは後
述するが、過冷却用制御弁（53）の開度は、下流側にある冷媒運転中の室内熱交換器（41
）の空調負荷に応じて、コントローラ（50）により調節される。
【００３５】
　前記過冷却用配管（52）を流れる液冷媒は、過冷却用制御弁（53）で減圧され、過冷却
用熱交換器（51）で液管（40）を流れる液冷媒と熱交換して蒸発し、低圧ガス配管（12）
から回収されるようになっている。
【００３６】
　前記第２ＢＳユニット（30B）には、中間配管（17）の他に、高圧ガス配管（11）の途
中から分岐した分岐高圧ガス配管（14）と、低圧ガス配管（12）の途中から分岐した分岐
低圧ガス配管（15）とが接続されている。そして、第２ＢＳユニット（30B）において、
高圧通路（38）をなす分岐高圧ガス配管（14）には第１制御弁（31）が設けられ、低圧通
路（39）をなす分岐低圧ガス配管（15）には第２制御弁（32）が設けられている。
【００３７】
　さらに、前記分岐高圧ガス配管（14）には第１制御弁（31）をバイパスするように第１
バイパス配管（18）が接続され、分岐低圧ガス配管（15）には第２制御弁（32）をバイパ
スするように第２バイパス配管（19）が接続されている。この第１及び第２バイパス配管
（18，19）はそれぞれ、分岐高圧ガス配管（14）及び分岐低圧ガス配管（15）よりも小径
の管内径を有している。そして、第１及び第２バイパス配管（18，19）には、全開時の冷
媒流量が第１及び第２制御弁（31，32）よりも小さい第１及び第２副制御弁（33，34）が
設けられている。なお、分岐液配管（16）は第２ＢＳユニット（30B）内を通過して液管
（40）をなしている。
【００３８】
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　また、前記第２ＢＳユニット（30B）には、過冷却回路を構成するための過冷却用熱交
換器（51）と過冷却用配管（52）とが設けられている。過冷却用熱交換器（51）は、液管
（40）をなす分岐液配管（16）を流れる液冷媒を過冷却するためのものである。過冷却用
配管（52）は、一端が液管（40）に接続されていて、前記過冷却用熱交換器（51）内を通
過した後、他端が分岐低圧ガス配管（15)に接続されている。
【００３９】
　そして、前記過冷却用配管（52）における一端と過冷却用熱交換器（51）との間には、
開度調節自在な過冷却用制御弁（53）が設けられている。この過冷却用制御弁（53）の開
度を調節することによって、過冷却回路へ流れ込む液冷媒の量が調整される。
【００４０】
　前記各ＢＳユニット（30A，30B）の第１及び第２制御弁（31，32）、並びに第１及び第
２副制御弁（33，34）は、開度調節により冷媒流量を調節する電動弁を構成している。そ
して、これら第１及び第２制御弁（31，32）、並びに第１及び第２副制御弁（33，34）は
、開閉切換によって冷媒流れを切り換え、各室内ユニット（40A，40B）において冷暖房を
切り換えるためのものである。
【００４１】
　例えば、室内ユニット（40A，40B）が冷房時の場合、第１制御弁（31）が閉状態に、第
２制御弁（32）が開状態にそれぞれ設定され、室内熱交換器（41）で蒸発した冷媒が低圧
ガス配管（12）へ流れる。また、室内ユニット（40A，40B）が暖房時の場合、第１制御弁
（31）が開状態に、第２制御弁（32）が閉状態にそれぞれ設定され、高圧ガス配管（11）
からガス冷媒が室内熱交換器（41）へ流れて凝縮（放熱）する。
【００４２】
　前記空気調和装置（10）には、各種圧力センサ（28，29，44）が設けられている。具体
的に、圧縮機（21）の吐出管（2a）には、圧縮機（21）の吐出圧力を検出する吐出圧力セ
ンサ（28）が設けられている。圧縮機（21）の吸入管（2b）には、アキュムレータ（22）
よりも上流に圧縮機（21）の吸入圧力を検出する吸入圧力センサ（29）が設けられている
。また、室内熱交換器（41）と室内膨張弁（42）の間には、室内熱交換器（41）の圧力を
検出する熱交圧力センサ（44）が設けられている。
【００４３】
　また、前記空気調和装置（10）は、コントローラ（50）を備えている。このコントロー
ラ（50）は、少なくとも一方の室内ユニット（40A，40B）の冷暖房運転を切り換える際に
、均圧運転を行う開度制御手段を構成している。この均圧運転は、冷房から暖房へ切り換
える場合は室内熱交換器（41）が高圧ガス配管（11）と均圧するように、暖房から冷房へ
切り換える場合は室内熱交換器（41）が低圧ガス配管（12）と均圧するように、第１及び
第２制御弁（31，32）が制御される。
【００４４】
　以下、具体的に、冷房運転から暖房運転に切り換える際に行う均圧運転について説明す
る。なお、以下にいう、第１制御弁（31）、第２制御弁（32）、室内膨張弁（42）等は、
第２ＢＳユニット（30B）及び第２室内ユニット（40B）におけるものであるとする。
【００４５】
　まず、第２制御弁（32）及び第２副制御弁（34）を閉じる。これにより、第２ＢＳユニ
ット（30B）及び第２室内ユニット（40B）への冷媒の流通が遮断される。
【００４６】
　次に、第１副制御弁（33）を微開する。すなわち、圧縮機（21）の吐出冷媒が、分岐高
圧ガス配管（14）、第１バイパス配管（18）、及び中間配管（17）を通じて低圧状態の室
内熱交換器（41）へ少量ずつ流れ込む。これにより、低圧状態の室内熱交換器（41）等が
徐々に分岐高圧ガス配管（14）と同じ高圧状態に均圧される。
【００４７】
　次に、第１制御弁（31）を全開する。なお、第１副制御弁（33）は、開いた状態のまま
でもよいし、第１制御弁（31）を開いたときに閉じるように制御してもよい。
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【００４８】
　これにより、圧縮機（21）の吐出冷媒が分岐高圧ガス配管（14）、第１バイパス配管（
18）、及び中間配管（17）を通じて室内熱交換器（41）へ流れ込み、冷房から暖房への切
り換えが完了する。
【００４９】
　一方、暖房運転から冷房運転に切り換える場合には、まず、第１制御弁（31）及び第１
副制御弁（33）を閉じる。これにより、第２ＢＳユニット（30B）及び第２室内ユニット
（40B）への冷媒の流通が遮断される。
【００５０】
　次に、第２副制御弁（34）を微開する。すなわち、圧縮機（21）の吐出冷媒が、室内熱
交換器（41）、中間配管（17）、及び第２バイパス配管（19）を通じて分岐低圧ガス配管
（15）へ少量ずつ流れ込む。これにより、高圧状態の室内熱交換器（41）等が徐々に分岐
低圧ガス配管（15）と同じ低圧状態に均圧される。
【００５１】
　次に、第２制御弁（32）を全開する。なお、第２副制御弁（34）は、開いた状態のまま
でもよいし、第２制御弁（32）を開いたときに閉じるように制御してもよい。
【００５２】
　これにより、圧縮機（21）の吐出冷媒が室内熱交換器（41）、中間配管（17）、及び第
２バイパス配管（19）を通じて分岐低圧ガス配管（15）へ流れ込み、暖房から冷房への切
り換えが完了する。
【００５３】
　さらに、前記コントローラ（50）は、暖房運転を行う室内ユニット（40A，40B）の下流
側に冷房運転を行う他の室内ユニット（40A，40B）がある場合に、冷房運転を行う室内ユ
ニット（40A，40B）の空調負荷に応じて、第１及び第２ＢＳユニット（30A、30B）の過冷
却用制御弁（53）の開度を調節する開度制御手段を構成している。具体的な過冷却動作に
ついては後述する。
【００５４】
　前記コントローラ（50）には、圧力入力部（55）と、圧縮機制御部（56）と、弁操作部
（57）とが設けられている。
【００５５】
　前記圧力入力部（55）は、均圧運転時に吐出圧力センサ（28）、吸入圧力センサ（29）
及び熱交圧力センサ（44）の各検出圧力が入力される。前記弁操作部（57）は、均圧運転
において、第１及び第２制御弁（31，32）、第１及び第２副制御弁（33，34）、並びに過
冷却用制御弁（53）の開度調節を行うものである。
【００５６】
　前記圧縮機制御部（56）は、均圧運転において、第１及び第２制御弁（31，32）の入口
圧力を所定値以上に制御する圧力制御手段を構成している。ここで、第１制御弁（31）の
入口圧力は、圧縮機（21）の吐出管（2a）側から第１制御弁（31）に流入する冷媒圧力で
ある。第２制御弁（32）の入口圧力は、室内熱交換器（41）側から第２制御弁（32）に流
入する冷媒圧力である。
【００５７】
　また、本実施形態では、第１及び第２制御弁（31，32）の入口圧力として、熱交圧力セ
ンサ（44）の検出圧力が用いられる。そして、熱交圧力センサ（44）が故障等により検出
不可の場合、吐出圧力センサ（28）の検出圧力が第１制御弁（31）の入口圧力として代用
され、吸入圧力センサ（29）の検出圧力が第２制御弁（32）の入口圧力として代用される
。
【００５８】
　－運転動作－
　次に、前記空気調和装置（10）の運転動作を図面に基づいて説明する。この空気調和装
置（10）では、２つの室内ユニット（40A，40B）の双方が冷房又は暖房を行う運転と、一
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方が冷房を行い他方が暖房を行う運転がある。
【００５９】
　＜冷房運転＞
　前記第１室内ユニット（40A）及び第２室内ユニット（40B）の双方が冷房を行う場合に
ついて、図１を参照しながら説明する。この冷房運転の場合、室外ユニット（20）では、
第１電磁弁（26）が開状態に、第２電磁弁（27）が閉状態に、室外膨張弁（24）が全開状
態にそれぞれ設定される。各ＢＳユニット（30A，30B）では、第１制御弁（31）、第１及
び第２副制御弁（33，34）が閉状態に、第２制御弁（32）が開状態にそれぞれ設定される
。各室内ユニット（40A，40B）では、室内膨張弁（42）が適切な開度に設定される。
【００６０】
　このような状態において、圧縮機（21）を駆動すると、該圧縮機（21）から吐出された
高圧ガス冷媒が第１分岐管（2d）を通って室外熱交換器（23）へ流れる。室外熱交換器（
23）では、冷媒が室外ファン（25）によって取り込まれた空気と熱交換して凝縮する。凝
縮した冷媒は、主管（2c）を通って室外ユニット（20）外へ流れ、液配管（13）へ流入す
る。液配管（13）の冷媒は、一部が分岐液配管（16）へ流れて第２ＢＳユニット（30B）
へ流入し、残りが第１ＢＳユニット（30A）へ流入する。
【００６１】
　前記第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）では、液管（40）を流れる冷媒の一部が過
冷却用配管（52）へ流れて、残りが過冷却用熱交換器（51）を通過して第１及び第２室内
ユニット（40A，40B）へ流入する。
【００６２】
　このとき、過冷却用配管（52）に流れた液冷媒は、過冷却用制御弁（53）により減圧さ
れた後、過冷却用熱交換器（51）を通過する。過冷却用熱交換器（51）では、過冷却用配
管（52）を流れる液冷媒が液管（40）を流れる液冷媒と熱交換して蒸発する。蒸発後の冷
媒は低圧通路（39）へ流れて圧縮機（21）に戻る。
【００６３】
　これにより、液管（40）を流れる液冷媒が過冷却され、気液二層状態となっていた液冷
媒が完全に液化して、冷却能力の高い液冷媒となる。また、室内熱交換器（41）に流入し
た場合でも、冷媒通過音が発生しない。
【００６４】
　前記第１室内ユニット（40A）及び第２室内ユニット（40B）では、冷媒が室内膨張弁（
42）で減圧された後、室内熱交換器（41）へ流れる。室内熱交換器（41）では、冷媒が室
内ファン(43)によって取り込まれた空気と熱交換して蒸発する。これにより、空気が冷却
され、室内の冷房が行われる。そして、室内熱交換器（41）で蒸発したガス冷媒は、各室
内ユニット（40A，40B）外へ流れ、中間配管（17）を通って各ＢＳユニット（30A，30B）
へ流入する。
【００６５】
　前記第１ＢＳユニット（30A）では、ガス冷媒が中間配管（17）から低圧ガス配管（12
）へ流入する。第２ＢＳユニット（30B）では、ガス冷媒が中間配管（17）から分岐低圧
ガス配管（15）へ流入し、低圧ガス配管（12）へ流れる。低圧ガス配管（12）のガス冷媒
は、室外ユニット（20）へ流入し、吸入管（2b）を通って再び圧縮機（21）へ戻り、この
循環が繰り返される。
【００６６】
　－冷房運転時の過冷却動作－
　次に、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）の液管（40）をなす液配管（13）（若し
くは分岐液配管（16））を流れる液冷媒を過冷却する過冷却動作について説明する。図１
では、第１及び第２室内ユニット（40A，40B）の双方が冷房を行う場合であるので、第１
及び第２ＢＳユニット（30A，30B）における過冷却動作は、各ＢＳユニット（30A，30B）
に接続された室内熱交換器（41）の空調負荷に応じて行われる。
【００６７】
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　空調負荷は、１つのＢＳユニット（30A，30B）に対して複数台の室内ユニット（40A，4
0B）を接続して各室内ユニット（40A，40B）毎に運転又は停止を切り換えた場合や、利用
側熱交換器（41）周辺の外気温度、冷房運転時の設定温度などによって変動するものであ
るため、その空調負荷に応じて柔軟に過冷却温度を設定することが好ましい。
【００６８】
　具体的に、図５に示すように、冷房運転を行う室内熱交換器（41）の空調負荷が大きく
なるほど、過冷却用制御弁（53）の開度を大きくするように、すなわち液管（40）から過
冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を多くするように制御している。
【００６９】
　ここで、第１室内ユニット（40A）の方が第２室内ユニット（40B）よりも空調負荷が大
きいとすると、第１ＢＳユニット（30A）の過冷却用制御弁（53）の開度は、第２ＢＳユ
ニット（30B）の過冷却用制御弁（53）の開度よりも大きくなるように調節される。すな
わち、第１ＢＳユニット（30A）の過冷却用配管（52）を流れる冷媒量が多く、その結果
、液管（40）を流れる液冷媒の過冷却度が高くなり、第１室内ユニット（40A）で必要と
される冷房能力を確保する上で有利となる。
【００７０】
　また、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）において、それぞれ液管（40）を通過す
る液冷媒に対して過冷却を行っているから、冷房運転を行う第１及び第２室内ユニット（
40A，40B）の室内熱交換器（41，41）に気液二層状態の液冷媒が流入することがなく、冷
媒通過音の発生を防止する上で有利となる。
【００７１】
　＜暖房運転＞
　前記第１室内ユニット（40A）及び第２室内ユニット（40B）の双方が暖房を行う場合に
ついて、図２を参照しながら説明する。この暖房運転の場合、室外ユニット（20）では、
第１電磁弁（26）が閉状態に、第２電磁弁（27）が開状態に、室外膨張弁（24）が適切な
開度にそれぞれ設定される。各ＢＳユニット（30A，30B）では、第１制御弁（31）が開状
態に、第２制御弁（32）、第１及び第２副制御弁（33，34）が閉状態にそれぞれ設定され
る。各室内ユニット（40A，40B）では、室内膨張弁（42）が全開状態に設定される。
【００７２】
　このような状態において、圧縮機（21）を駆動すると、該圧縮機（21）から吐出された
高圧ガス冷媒が室外ユニット（20）外へ流れ、高圧ガス配管（11）へ流入する。高圧ガス
配管（11）の冷媒は、一部が分岐高圧ガス配管（14）から第２ＢＳユニット（30B）へ流
入し、残りが第１ＢＳユニット（30A）へ流入する。各ＢＳユニット（30A，30B）へ流入
した冷媒は、中間配管（17）を通って各室内ユニット（40A，40B）へ流入する。
【００７３】
　前記第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）では、液管（40）を流れる冷媒の一部が過
冷却用配管（52）へ流れて、残りが過冷却用熱交換器（51）を通過する。
【００７４】
　このとき、過冷却用配管（52）に流れた液冷媒は、過冷却用制御弁（53）により減圧さ
れた後、過冷却用熱交換器（51）を通過する。過冷却用熱交換器（51）では、過冷却用配
管（52）を流れる液冷媒が液管（40）を流れる液冷媒と熱交換して蒸発する。蒸発後の冷
媒は低圧通路（39）へ流れて圧縮機（21）に戻る。
【００７５】
　これにより、液管（40）を流れる液冷媒が過冷却され、気液二層状態となっていた液冷
媒が完全に液化して、冷却能力の高い液冷媒となる。また、室内熱交換器（41）に流入し
た場合でも、冷媒通過音が発生しない。
【００７６】
　前記各室内ユニット（40A，40B）では、冷媒が空気と熱交換して凝縮する。これにより
、空気が加熱され、室内の暖房が行われる。第１室内ユニット（40A）で凝縮した冷媒は
、液配管（13）へ流れる。第２室内ユニット（40B）で凝縮した冷媒は、分岐液配管（16
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）を通って液配管（13）へ流入する。液配管（13）の冷媒は、室外ユニット（20）へ流入
し、主管（2c）を流れる。この主管（2c）の冷媒は、室外膨張弁（24）で減圧された後、
室外熱交換器（23）へ流入する。室外熱交換器（23）では、冷媒が空気と熱交換して蒸発
する。蒸発したガス冷媒は、第２分岐管（2e）及び吸入管（2b）を通って再び圧縮機（21
）へ戻り、この循環が繰り返される。
【００７７】
　－暖房運転時の過冷却動作－
　次に、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）の液管（40）をなす液配管（13）（若し
くは分岐液配管（16））を流れる液冷媒を過冷却する過冷却動作について説明する。図２
では、第１及び第２室内ユニット（40A，40B）の双方が暖房を行う場合であるので、第１
及び第２ＢＳユニット（30A，30B）における過冷却動作は、室外熱交換器（23）の空調負
荷に応じて行われる。
【００７８】
　ここで、室外熱交換器（23）の空調負荷が大きくなるほど、第１及び第２ＢＳユニット
（30A，30B）の過冷却用制御弁（53）の開度を大きくするように、すなわち液管（40）か
ら過冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を多くするように制御している。
【００７９】
　このように、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）において、それぞれ液管（40）を
通過する液冷媒に対して過冷却を行っているから、室外熱交換器（23）に気液二層状態の
液冷媒が流入することがなく、冷媒通過音の発生を防止する上で有利となる。
【００８０】
　＜冷暖房運転＞
　次に、一方の室内ユニット（40A，40B）で冷房を行い、他方の室内ユニット（40A，40B
）で暖房を行う場合について説明する。
【００８１】
　まず、前記第１室内ユニット（40A）で冷房が行われ、第２室内ユニット（40B）で暖房
が行われる運転（以下、冷暖房運転１という）について説明する。なお、ここでは、前記
冷房運転と異なる点について説明する。
【００８２】
　この冷暖房運転１の場合、図３に示すように、上述した冷房運転の状態において、第２
ＢＳユニット（30B）の第１制御弁（31）が開状態に、第２制御弁（32）、第１及び第２
副制御弁（33，34）が閉状態にそれぞれ設定される。また、第２室内ユニット（40B）の
室内膨張弁（42）が全開状態に設定される。そうすると、圧縮機（21）から吐出された高
圧のガス冷媒は、一部が第１分岐管（2d）へ、残りが高圧ガス配管（11）へそれぞれ流れ
る。
【００８３】
　高圧ガス配管（11）へ流れた冷媒は、分岐高圧ガス配管（14）から第２ＢＳユニット（
30B）及び中間配管（17）を通り、第２室内ユニット（40B）の室内熱交換器（41）へ流れ
る。
【００８４】
　第２室内ユニット（40B）の室内熱交換器（41）では、冷媒が空気と熱交換して凝縮す
る。これにより、空気が加熱され、室内の暖房が行われる。
【００８５】
　第２室内ユニット（40B）で凝縮した冷媒は、分岐液配管（16）を通って第２ＢＳユニ
ット（30B）の液管（40）に流入する。第２ＢＳユニット（30B）では、液管（40）を流れ
る冷媒の一部が過冷却用配管（52）へ流れて、残りが過冷却用熱交換器（51）を通って液
配管（13）へ流入する。
【００８６】
　このとき、過冷却用配管（52）に流れた液冷媒は、過冷却用制御弁（53）により減圧さ
れた後、過冷却用熱交換器（51）を通過する。過冷却用熱交換器（51）では、過冷却用配
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管（52）を流れる液冷媒が液管（40）を流れる液冷媒と熱交換して蒸発する。蒸発後の冷
媒は低圧通路（39）へ流れて圧縮機（21）に戻る。
【００８７】
　これにより、液管（40）を流れる液冷媒が過冷却され、気液二層状態となっていた液冷
媒が完全に液化して、冷却能力の高い液冷媒となる。また、第１室内ユニット（40A）の
室内熱交換器（41）に流入した場合でも、冷媒通過音が発生しない。
【００８８】
　そして、液配管（13）へ流入した冷媒は、室外ユニット（20）からの冷媒と合流する。
合流後の冷媒は、そのまま液配管（13）を流れ、第１室内ユニット（40A）で蒸発する。
これにより、室内の冷房が行われる。
【００８９】
　次に、前記第１室内ユニット（40A）で暖房が行われ、第２室内ユニット（40B）で冷房
が行われる運転（以下、冷暖房運転２という）について説明する。なお、ここでは、前記
暖房運転と異なる点について説明する。
【００９０】
　この冷暖房運転２の場合、図４に示すように、上述した暖房運転の状態において、第２
ＢＳユニット（30B）の第１制御弁（31）、第１及び第２副制御弁（33，34）が閉状態に
、第２制御弁（32）が開状態にそれぞれ設定される。また、第２室内ユニット（40B）の
室内膨張弁（42）が適切な開度に設定される。そうすると、圧縮機（21）から高圧ガス配
管（11）へ流れた冷媒の全量が第１ＢＳユニット（30A）へ流入する。この第１ＢＳユニ
ット（30A）を流れた冷媒は、第１室内ユニット（40A）へ流れて凝縮する。これにより、
第１室内ユニット（40A）で暖房が行われる。
【００９１】
　第１室内ユニット（40A）で凝縮した冷媒は、液配管（13）を通って第１ＢＳユニット
（30A）の液管（40）に流入する。第１ＢＳユニット（30A）では、液管（40）を流れる冷
媒の一部が過冷却用配管（52）へ流れて、残りが過冷却用熱交換器（51）を通って液配管
（13）へ流入する。
【００９２】
　このとき、過冷却用配管（52）に流れた液冷媒は、過冷却用制御弁（53）により減圧さ
れた後、過冷却用熱交換器（51）を通過する。過冷却用熱交換器（51）では、過冷却用配
管（52）を流れる液冷媒が液管（40）を流れる液冷媒と熱交換して蒸発する。蒸発後の冷
媒は低圧通路（39）へ流れて圧縮機（21）に戻る。
【００９３】
　これにより、液管（40）を流れる液冷媒が過冷却され、気液二層状態となっていた液冷
媒が完全に液化して、冷却能力の高い液冷媒となる。また、第１室内ユニット（40A）の
室内熱交換器（41）に流入した場合でも、冷媒通過音が発生しない。
【００９４】
　そして、液配管（13）へ流入した冷媒は、一部が分岐液配管（16）を通って第２室内ユ
ニット（40B）へ流入し、残りが室外ユニット（20）へ流入する。第２室内ユニット（40B
）では、冷媒が室内膨張弁（42）で減圧された後、室内熱交換器（41）で蒸発する。これ
により、第２室内ユニット（40B）で冷房が行われる。
【００９５】
　第２室内ユニット（40B）で蒸発したガス冷媒は、中間配管（17）、第２ＢＳユニット
（30B）及び分岐低圧ガス配管（15）を順に通って低圧ガス配管（12）へ流入する。低圧
ガス配管（12）の冷媒は、室外ユニット（20）の第２分岐管（2e）へ流入し、室外熱交換
器（23）からの冷媒と合流する。合流後の冷媒は、吸入管（2b）を通って再び圧縮機（21
）へ戻る。
【００９６】
　－冷暖房運転時の過冷却動作－
　次に、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）の液管（40）をなす液配管（13）（若し
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くは分岐液配管（16））を流れる液冷媒を過冷却する過冷却動作について説明する。図３
では、第１室内ユニット（40A）で冷房が行われ、第２室内ユニット（40B）で暖房が行わ
れる冷暖房運転１の場合であるので、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）における過
冷却動作は、第１室内ユニット（40A）に接続された室内熱交換器（41）の空調負荷に応
じて行われる。
【００９７】
　ここで、冷房運転を行う室内熱交換器（41）の空調負荷が大きくなるほど、第１及び第
２ＢＳユニット（30A，30B）の過冷却用制御弁（53）の開度を大きくするように、すなわ
ち液管（40）から過冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を多くするように制御して
いる。
【００９８】
　このように、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）において、それぞれ液管（40）を
通過する液冷媒に対して過冷却を行っているから、冷房運転を行う第１室内ユニット（40
A）の室内熱交換器（41）に気液二層状態の液冷媒が流入することがなく、冷媒通過音の
発生を防止する上で有利となる。
【００９９】
　一方、図４では、第１室内ユニット（40A）で暖房が行われ、第２室内ユニット（40B）
で冷房が行われる冷暖房運転２の場合であるので、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B
）における過冷却動作は、第２室内ユニット（40B）に接続された室内熱交換器（41）の
空調負荷に応じて行われる。
【０１００】
　ここで、冷房運転を行う室内熱交換器（41）の空調負荷が大きくなるほど、第１及び第
２ＢＳユニット（30A，30B）の過冷却用制御弁（53）の開度を大きくするように、すなわ
ち液管（40）から過冷却用配管（52）に流入させる液冷媒の量を多くするように制御して
いる。
【０１０１】
　このように、第１及び第２ＢＳユニット（30A，30B）において、それぞれ液管（40）を
通過する液冷媒に対して過冷却を行っているから、冷房運転を行う第２室内ユニット（40
B）の室内熱交換器（41）に気液二層状態の液冷媒が流入することがなく、冷媒通過音の
発生を防止する上で有利となる。
【０１０２】
　＜その他の実施形態＞
　前記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【０１０３】
　例えば、図６に示すように、前記実施形態の空気調和装置（10）において、過冷却用熱
交換器（51）の上流側と下流側とにそれぞれ温度検出手段としての温度センサ（45）を設
けておき、温度センサ（45，45）の検出値に応じて、過冷却用制御弁（53）の開度を調節
するようにしてもよい。
【０１０４】
　すなわち、過冷却用熱交換器（51）の入口側と出口側との温度を検出しておき、液管（
40）から過冷却用配管（52）に分岐した液冷媒が過冷却用熱交換器（51）で確実に蒸発す
るような温度差が得られるように、過冷却用制御弁（53）の開度を適切に調節して冷媒流
量を制御するようにしている。
【０１０５】
　このようにすれば、過冷却用配管（52）を流れる液冷媒が過冷却用熱交換器（51）で蒸
発しきれずに気液二層状態となってしまい、圧縮機（21）に気液二層状態の冷媒が流入し
て焼損することを防止する上で有利となる。
【０１０６】
　なお、過冷却用熱交換器（51）の下流側の温度センサ（45）と、その下流側に設けられ
た圧力センサ（46）との検出値に基づいて、液冷媒が過冷却用熱交換器（51）で確実に蒸
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している。
【０１０７】
　また、前記実施形態では、室内ユニット（40A，40B）及びＢＳユニット（30A，30B）が
各２台設けられた形態について説明したが、各３台以上有する形態であっても同様に冷媒
の通過音の発生を抑制することができる。
【０１０８】
　さらに、前記実施形態では、各ＢＳユニット（30A，30B）に１台の室内ユニット（40A
，40B）を接続した構成について説明したが、各ＢＳユニット（30A，30B）に複数台の室
内ユニット（40A，40B）を接続した構成としてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０９】
　以上説明したように、本発明は、冷媒のフラッシュの発生に起因する冷媒通過音を抑制
しつつ空気調和装置全体としての空調性能を確保することができるという実用性の高い効
果が得られることから、きわめて有用で産業上の利用可能性は高い。
【図面の簡単な説明】
【０１１０】
【図１】本実施形態に係る空気調和装置の全体構成を示すとともに、冷房運転の動作を示
す冷媒回路図である。
【図２】暖房運転の動作を示す冷媒回路図である。
【図３】冷暖房運転１の動作を示す冷媒回路図である。
【図４】冷暖房運転２の動作を示す冷媒回路図である。
【図５】空調負荷と過冷却用制御弁の開度との関係を示す図である。
【図６】空気調和装置の全体構成を一部省略して示す別の冷媒回路図である。
【符号の説明】
【０１１１】
　10　　空気調和装置
　11　　高圧ガス配管
　12　　低圧ガス配管
　13　　液配管
　18　　第１バイパス配管
　19　　第２バイパス配管
　21　　圧縮機
　30　　空気調和装置
　30A 　第１ＢＳユニット（切換機構）
　30B 　第２ＢＳユニット（切換機構）
　31　　第１制御弁
　32　　第２制御弁
　40　　液管
　41　　室内熱交換器（利用側熱交換器）
　42　　室内膨張弁（膨張機構）
　45　　温度センサ（温度検出手段）
　51　　過冷却用熱交換器
　52　　過冷却用配管
　53　　過冷却用制御弁
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